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４,８４１世帯

5月1日現在（外国人含む）
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　出雲市島根ワイナリーにおいて、３月22
日に創立30周年記念式典が執り行われまし
た。
　式典では、横田ヴィンヤード設置・運営
に協力し、その発展に貢献したことを感謝
して、奥出雲町に感謝状と記念品が贈られ
ました。
　ヴィンヤードとはブドウ農園のことで、
奥出雲町竹崎に横田ヴィンヤードがありま
す。標高430～440ｍの高地にシャルドネや
カベルネ・ソービニョンなど1,715本のブド
ウの樹が植えられ、高品質ブドウ原料の生
産が行われています。

　４月12日、亀嵩小学校校庭にて学校統合記
念の植樹が行われました。晴天のなか、児童
や教職員が力を合わせ、モミジの樹を植えま
した。
　校庭に植えたモミジは、平成21年度に高田
小学校が優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受賞
したときの記念樹を移動させてきたものです。
モミジの傍には、統合時に在籍していた児
童・教職員の名簿、入学式のしおり、樹の紹
介文をカプセルに入れて一緒に埋めました。
　植樹を終えた後、全員で万歳をして、学校
統合の喜びを分かち合いました。

▼
認
定
に
歓
喜

　

４
月
25
日
、
文
化
庁
は
、
雲
南
市
と

安
来
市
、
奥
出
雲
町
の
「
出
雲
國
た
た

ら
風
土
記
〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ

物
語
〜
」
を
含
む
19
件
を
日
本
遺
産
に

認
定
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
同
日
、
雲
南
市
吉
田
町
吉
田
の

菅
谷
た
た
ら
に
お
い
て
祝
賀
セ
レ
モ
ニ

ー
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
ら
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

 

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
２
市
１
町
で
つ

く
る
鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会
会
長

の
速
水
雄
一
雲
南
市
長
か
ら
「
日
本
遺

産
認
定
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
愛
着

や
誇
り
、
自
信
を
育
て
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
副

会
長
の
近
藤
宏
樹
安
来
市
長
と
勝
田
康

則
奥
出
雲
町
長
と
と
も
に
く
す
玉
を
割

り
、
参
加
者
全
員
と
万
歳
三
唱
を
し
て

認
定
を
祝
い
ま
し
た
。

▼
日
本
遺
産
と
は

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
・

伝
統
を
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
こ
と
で

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
に
、
有
形
・
無

形
の
文
化
財
群
を
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
制

度
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

　

今
回
、
認
定
さ
れ
た
「
出
雲
國
た
た

ら
風
土
記
〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ

物
語
〜
」
は
、
た
た
ら
製
鉄
が
鉄
を
生

産
す
る
だ
け
で
な
く
、
砂
鉄
を
採
っ
た

跡
地
を
稲
田
へ
再
生
し
、
燃
料
の
木
炭

に
使
う
山
林
を
失
わ
な
い
よ
う
工
夫
し

た
持
続
可
能
な
産
業
で
あ
っ
た
と
と
も

に
、
鉄
の
流
通
に
よ
っ
て
華
や
か
な
地

域
文
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
ス
ト
ー

リ
ー
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

２
市
１
町
に
ま
た
が
る
30
件
の
文
化

財
の
う
ち
、
奥
出
雲
町
か
ら
は
櫻
井

家
・
絲
原
家
住
宅
や
大
呂
愛
宕
祭
り
を

は
じ
め
15
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
や
地
域

住
民
が
参
画
す
る
日
本
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
魅

力
を
国
内
外
へ
情
報
発
信
し
、
観
光
振

興
や
地
域
振
興
に
結
び
付
け
る
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

第
２
回
奥
出
雲
ウ
ル
ト
ラ
お
ろ
ち
１

０
０
㎞
遠
足
（
と
お
あ
し
）
」
が
４
月

16
日
に
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
４
２

０
名
と
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
全
地
区
を
コ

ー
ス
と
し
た
全
長
１
０
０
㎞
の
マ
ラ
ニ

ッ
ク
大
会
で
す
。
マ
ラ
ニ
ッ
ク
と
は
、

マ
ラ
ソ
ン
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
合
わ
せ
た

言
葉
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り

と
、
遠
足
気
分
で
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
走
る
競
技
で
す
。
今
大
会
で
は
、
１

０
０
㎞
の
部
に
３
３
３
名
、
60
㎞
の
部

に
87
名
、
60
㎞
リ
レ
ー
の
部
に
13
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
内
に
設
け
ら
れ
た
各
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
仁
多
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
お
に
ぎ
り
を
始
め
、
そ
ば
、
焼

き
サ
バ
な
ど
の
奥
出
雲
の
食
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
道
で
は
住
民

か
ら
の
声
援
を
受
け
て
笑
顔
を
交
し
合

う
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
気
温
変
化
や
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
制
限
時
間
と
な
る
午
後

９
時
ま
で
に
３
４
１
名
と
13
チ
ー
ム
が

完
走
し
ま
し
た
。

▲

▲

奥
出
雲
ウ
ル
ト
ラ
お
ろ
ち
1
0
0
㎞
遠
足

記念植樹の様子 松浦克美代表取締役社長（左）と勝田町長
たたら製鉄が生み出した独特な景観たたら製鉄が生み出した独特な景観

みんなでゴール

声援を受けて笑顔

エイドステーションの
様子

亀嵩小学校・高田小学校統合記念植樹亀嵩小学校・高田小学校統合記念植樹 島根ワイナリー創立30周年記念式典島根ワイナリー創立30周年記念式典

奥
出
雲
ウ
ル
ト
ラ
お
ろ
ち
1
0
0
㎞
遠
足

奥
出
雲
ウ
ル
ト
ラ
お
ろ
ち
1
0
0
㎞
遠
足

▲

玉
鋼
製
造（
た
た
ら
吹
き
）伝
承

い
ず
も
の
く
に

日本遺産に認定日本遺産に認定
出雲國たたら風土記出雲國たたら風土記
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４
月
10
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁

多
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
自
治
会
長

会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
会
長
、
町
執
行

部
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
度
の
自
治
会
長
を

代
表
し
て
、
亀
嵩
地
区
・
上
分
自
治
会

長
の
内
田
善
章
さ
ん
に
勝
田
町
長
か
ら

委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
２
回
奥
出
雲
町
遺
産
認
定
書
の
交
付

が
あ
り
、
今
回
認
定
さ
れ
た
16
団
体
を

代
表
し
て
阿
井
地
区
・
大
上
自
治
会
長

の
安
部
克
美
さ
ん
に
認
定
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
町
執
行
部
か
ら
今
年
度
の

主
要
施
策
、
予
算
、
事
業
日
程
の
説
明

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁

多
で
第
１
回
目
の
自
治
会
長
会
連
合
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
交
付
金
、
町
政
座
談

会
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
会
の
構
成
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
連
合
会
長
】

　

石  

原　
　

  

肇
（
布
勢
地
区
）

【
連
合
会
副
会
長
】

　

岩  

佐　

俊  

秀
（
横
田
地
区
）

【
地
区
会
長
】

　

植  

田　
　

  

薫
（
三
成
地
区
）

　

石  

原　

信  

夫
（
亀
嵩
地
区
）

　

川  

角　

久  

志
（
阿
井
地
区
）

　

大  

坂　
　

  

茂
（
三
沢
地
区
）

　

堀  

江　
　

  

修
（
鳥
上
地
区
）

　

板  

垣　

憲  

三
（
八
川
地
区
）

　

飛  

田　
　

  

忠
（
馬
木
地
区
）

委嘱書を受け取る内田さん

加食基地局の鉄塔

　平成27年度の携帯電話等エリア整備事業
（携帯電話基地局整備）により、河内局
（三沢地区河内地内）と加食局（横田地区
加食地内）を開設しました。これにより不
感地帯であった両地区において携帯電話が
利用できるようになりました。
　利用できる携帯電話事業社は、河内局が
ＮＴＴドコモ、加食局がＫＤＤＩ（ＡＵ）
の各社です。

船通山　カタクリ登山
　恒例となった船通山カタク
リ登山が４月29日に開催され
ました。
　町内外から約30人が参加し、
横田山の会の草木の解説を聞
きながら頂上を目指しました。
今年は芽吹きが早く、新緑を
感じながらの登山となりまし
た。
　この日は、天候の影響で開
花したカタクリの群生を見る
ことはできませんでしたが、
頂上では横田山の会によるカ
タクリの生態を紹介する紙芝
居があり、登山者は興味深そ
うに耳を傾けていました。

玉峰山　山開き安全祈願祭
　　　　しゃくなげ登山　
　亀嵩地区にある玉峰山で５
月１日、山開き安全祈願祭が
行われ、地元関係者約20人が
参列し、シーズン中の無事故
を祈りました。
　また、同時に開催されたし
ゃくなげ登山には、町内外か
ら約130人が参加し、玉峰山
の滝や奇石を楽しみながら登
山をしました。
　下山後は亀嵩公民館と地元
ボランティアの皆さんが用意
した山菜の天ぷらが振る舞わ
れ、春の味を堪能しました。

鯛ノ巣山　山開き神事
　阿井地区にある鯛ノ巣山登
山道入口駐車場において、５
月４日に山開き神事が執り行
われました。集まった地元関
係者と登山者約30人が今シー
ズンの山の安全を祈願しまし
た。
　鯛ノ巣山の自然を守る会の
立石一美会長から「会員で登
山道整備を行ったので、たく
さんの人に登山を楽しんでほ
しい」とあいさつがありまし
た。
　神事の後に行われた登山で
は、新緑や山頂付近からの眺
望を楽しみました。

　４月28日、カルチャープラザ仁多において、
奥出雲観光文化協会開設記念講演会が開催さ
れ、町内外から約200人が参加しました。
　人とホスピタリティ研究所代表・高野登さ
んを講師に迎え、「自分が変われば、まちが
変わる、まちが変われば、未来が変わる。」
と題した講演がありました。“観光”の光はそ
の地に根付いた暮らし、受け継がれてきた歴
史や文化などを指し、それをどのような“お
もてなし”で来訪者に届けるかということを
考える機会になりました。
　講演会後には、ワークショップが行われ、
参加者は活発に意見交換をしました。

　

名
勝
天
然
記
念
物
「
鬼
の
舌
震
」
の

川
開
き
安
全
祈
願
祭
が
４
月
22
日
、

「
舌
震
の
〝
恋
〞
吊
橋
」
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
元
団
体
、
観
光
文
化
協
会

な
ど
の
関
係
者
約
30
名
が
出
席
し
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
と
観
光
振
興
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

観
光
文
化
協
会
会
長
の
勝
田
町
長
か

ら
、
「
鬼
の
舌
震
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
全
国
に
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
の
後
に
は
、
玉
日
女
橋

付
近
の
川
辺
で
25
名
の
三
成
幼
児
園
児

が
、
ヤ
マ
メ
を
放
流
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
放
流
し
た
ヤ
マ
メ
が
泳
ぐ
姿
を

見
て
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

鬼
の
舌
震
は
年
間
を
通
じ
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
、
四
季
折
々
の
雄
大
な

風
景
を
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
日
も
多
く

の
観
光
客
が
新
緑
の
渓
谷
や
吊
橋
か
ら

の
眺
め
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

鬼
の
舌
震
　
川
開
き
安
全
祈
願
祭

鬼
の
舌
震
　
川
開
き
安
全
祈
願
祭

河内地区・加食地区で
携帯電話が利用できるように
なりました

河内地区・加食地区で
携帯電話が利用できるように
なりました

奥出雲観光文化協会開設記念講演奥出雲観光文化協会開設記念講演

▲川開き安全祈願祭の様子

４月２４日撮影のカタクリ 頂上からの眺望

シーズン中の安全を祈願

講
演
す
る
高
野
さ
ん

ヤ
マ
メ
を
放
流
す
る
三
成
幼
児
園
の
園
児

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

「私たちの魅せたい光を考える」

行楽シーズンの到来　登山客で賑わう行楽シーズンの到来　登山客で賑わう

各
地
区
自
治
会
長
会

　
　
　
　
会
長
が
決
定

平
成
二
十
八
年
度

　
自
治
会
長
会
を
開
催

自
治
会
長
会
連
合
会
役
員

▲

た
ま
ひ
め
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

町税は納期限内に納めましょう！

▶
子
育
て
支
援
課

　
横
の
様
子

下記の日程で実施いたします。
○平成28年度狩猟免許試験
　日時：平成28年７月10日（日）午前９時～
　場所：雲南市木次町チェリヴァホール
○狩猟免許試験事前講習会
　日時：平成28年６月19日（日）午前９時～
　場所：奥出雲町役場　仁多庁舎３階
　　　　第２会議室

　試験の申請書及び講習会の申込書は、役場
農業振興課の窓口に準備しております。

試験に関するお問い合せ先
　島根県　森林整備課　鳥獣対策室
　　電話：0852-22-5160　
　役場農業振興課　農業生産グループ
　　有線：31-5287　電話：54-2513
事前講習会に関するお問い合せ先
　（社）島根県猟友会　電話：0852-22-4129
　役場農業振興課　農業生産グループ
　　有線：31-5287　電話：54-2513

平成28年度　狩猟免許試験及び
事前講習会のご案内

　児童手当の支給を受けている方は、毎
年６月中に現況届を提出する義務があり
ます。この届は、６月１日における現況
を把握し、手当を引き続き受ける要件が
あるかどうか確認するためのものです。
提出がない場合は、６月分以降の手当が
受けられなくなります。
　対象の方には６月初旬に必要書類を送
付します。詳しくは、送付するお知らせ
をご覧ください。
＜支給について＞
　２月～５月分の児童手当は、６月３日
に受給者の指定口座へ振り込まれます。

【お問合せ】
　奥出雲町教育委員会　子育て支援課　
　　有線：２０-４２７３
　　電話：５２-２２０６

　町税は定められた納期限までに自主的に納めていただくものです。
　町税を納期限までに納めないと、納期限までに納めた人との公平性を保つため、本来
の税額のほかに、延滞金もあわせて納めていただくことになります。
　また、納税義務を怠っていると、法律に基づき差押等の滞納処分を受けることもあり
ます。
　ただし、災害等のやむを得ない事情により納期限内に納めることができない場合は、
そのままにしないで、早めに債権管理課（有線20-4258　電話52-2113）までご連絡くださ
い。

児童手当の現況届の
　   提出をお忘れなく

　安心して子育てができる環境の整備を目的
に、ベンチとマットを置いたキッズスペース
を横田庁舎子育て支援課横に設置しました。
併せて、書架に絵本等も配置し、お子様と一
緒でも訪れやすい環境となりました。ぜひご
利用ください。

横田庁舎に

キッズスペースができました
横田庁舎に

キッズスペースができました

調査期日　　平成２８年６月１日現在
　ぜひ、オンラインで御回答ください。

【お問い合わせ先】役場　企画財政課
　有線：31－5242　電話：54－2522

町税は納期限内に納めましょう！
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

6月1日は人権擁護委員の日です。

　人権擁護委員は、住民の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、人
権について関心を持っていただけるような啓発活動を行っています。
　この人権擁護委員の制度は、昭和２４年６月１日に人権擁護委員法が施行されたことに
より誕生しました。　
　そこで全国人権擁護委員連合会では、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、人
権尊重の大切さを呼びかける日として特設人権相談所の開設や啓発活動に取り組んでいま
す。
　
《特設人権相談所を開設します》
　いじめや体罰など子どもの人権問題、配偶者からの暴力や職場等における差別、離婚や
相続など毎日の生活の中での悩み事や困りごとの相談に応じています。
　相談は無料で、秘密は厳守されますので、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

　日　時　：　６月１日（水）午後１時～４時
　会　場　：　カルチャープラザ仁多　多目的室
　　　　　　　横田コミュニティセンター　青年室　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　お問い合わせ：役場町民課町民グループ　
　　　　　　　　電話５４－２５１０　有線３１－５１０５

人 KEN まもる君 ＆ 人 KEN あゆみちゃん

人権擁護委員をご存知ですか？

人権イメージキャラクター　

経済センサス活動の調査にご協力ください

▲税務課窓口前の様子
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町立奥出雲病院職員配置表町立奥出雲病院職員配置表
□開設者
□院　長
□副院長

勝田　康則
鈴木　賢二
山本　剛史

□名 誉 院 長
□非常勤顧問

科　名　等

部　署　名 管理職・補佐・副看護師長 係　　長 企画員・主任・係員

常 勤 医 師 非常勤医師 科　名　等 常 勤 医 師

和 田 昌 幸
山 本 剛 史
  
  

  
  

  
  

  
  

鈴 木 賢 二
内 田 有 紀

柿 丸 知 之

圡  井     悌
渡　部　博　昭
西　村　新　吉
稗　田　洋　子
岡　田　大　司
小　谷　暢　啓
中　村　　　琢
飛　田　博　史
古　屋　典　子
池　尻　文　良
○圡 井　  悌
○渡 部 博 昭
今　岡　友　紀
三　宅　達　也
三　代　　　剛

春　日　正　己

〈 大 学 医 師 〉

友　塚　義　人
〈 大 学 医 師 〉

非常勤医師
長谷川　有　紀
山　口　清　次
〈 大 学 医 師 〉

大　平　明　弘
児　玉　達　夫
松　岡　陽太郎

白　築　理　恵
卜　部　晋　平
片　岡　真　吾
佐　野　啓　介
村　田　明　道

中　村　成　伸

外 来
中 材

２ 階 病 棟

３ 階 病 棟

４ 階 病 棟

地域医療室

薬 剤 科

放 射 線 科

リハビリテーション技術科

検 査 科

栄 養 科

地域医療係

副看護師長（３階）
　藤井　智穂

副看護師長（外来）
　高尾奈津子

副看護師長（４階）
　若月美保子

看護部長（師長室）
　森長久美子

 
看護師長（３階）
　長谷川千代美

看護師長（２階）
　渡部千代子

看護師長（４階）
　菅田ゆかり

室長
○山本　剛史

岡本　洋康薬局長
○山本　剛史

医療技術部長
　末森　吉光

技師長
　山田　隆行

副技師長
　山田　勝志

副技師長
　陶山　敏夫

副薬局長
　清水　　哲

室長補佐
　小林由美子

春日　正己
圡井　　悌

山田　好子
千原真紀子

上田　礼子
松村　初恵

佐藤　　兆
石橋　寿美

小林　志保

○山田　隆行

○陶山　敏夫

○山田　勝志

八澤ひろみ

内 科

循 環 器 外 来

消 化 器 外 来

糖 尿 病 外 来

内 　 視 　 鏡

外 科

整 形 外 科

産 婦 人 科

小 児 科

眼　　　　　科

皮    膚    科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科 

リハビリテーション科

麻 酔 科

前 山 昌 隆
  
  

○柿 丸 知 之

○鈴 木 賢 二

林　　美香　三澤さおり　吉川　亜紀　白根　智美
吉川　幸子　森山真貴子　（木下ひとみ）（堀谷　典子）
（宮川真由美）（山田　未央）（周藤美裕子）（山本登志江）
（吉川　睦美）（和泉ひろ美）（踏江つや子）（川西　典子）
勝部　千江　高井　靖子　景山　悦子　小村　悦子
佐伯和歌子　藤原　知美　嵐谷　千春　安部　亮介
中林　　恵　高野　絵美　三宅　美夏　糸原　裕二
松島万利子　小櫻百合子　安部　将司　糸原　茂子
本田　真紀　立石　愛未　（堀江　洋子）（植田美恵子）
（佐野　一美）（石山　律子）（中林　正子）（小田川和江）
（大田　幸子）（加納　　恵）（内田　明美）（木澤　幸子）
（西村　美香）（田部なつみ）（渡部恵美子）
岡田　恵子　石原　愛弓　佐々木真由美　安部　美和
藤原　恵子　勝部　敦子　赤水　恵子　藤原ひろ美
三澤はる香　西村小百合　山根　朱美　宇都宮智佳
小林　絵美　河野千恵子　景山　蓉子　種村　捺美
立石保奈美　佐伯　理子　木澤　　舞　和久利佳代
荒川美紀子　（藤原久美子）（石原　栄子）（柴田　節子）
（中林　森江）（小田川美春）（藤原　綾子）（梅木　康枝）
（和泉久美子）（上田　良子）（山下　美貴）（恩田　光希）
（佐伯　洋子）（安原真理子）
細木　佳美　山田　順子　井上　　泉　宮本　義崇
高橋　美帆　八木恵里子　石原　敏美　造山　愛美
山根　正樹　（妹尾比富美）（山内　佳子）（森山　訓子）
（三島　　敦）（吉川　博子）（若槻　真理）（今若　貴美）
（小倉真理子）（河野　宣弘）（北村　勝徳）（和久利富美子）
（佐藤智恵子）（小笠原順子）（長谷川紀子）（草水　和美）
（景山由紀子）（須田　律子）（山根　千誉）（内尾　直樹）
（川西　智子）（陶山　水栄）（内田三千代）（甲斐知恵美）
上田　尚美　吉川　聖一　佐藤　祐子
（植田かおり）（永沼　宏子）（中西めぐみ）（佐藤のぞみ）
（鶴原　都子）（山本　早苗）
若槻　育代
（渡部　循子）（上村　和子）（渡部　直美）（石原　敦子）

白根　俊彦　小林　健太　藤原　啓聡

小早川真由美　植田　祐子　宇田川貴弘　岸本　元子
妹尾　　篤　　宮﨑　裕太
（足立　智子）
吾郷　春奈
（川西　鈴子）（白根　敏美）
藤原　裕子　金山めぐみ    
（山口　典子）（清水　澄江）

部　署　名 管理職・補佐・副看護師長 係　　長 企画員・主任・係員

庶 務 課

経 理 課

医 事 課

事務長
　森長　洋二

庶務課長
　中西　修一

経理課長
○中西　修一

医事課長
　堀谷美佐枝

課長補佐 
　小早川洋之

課長補佐 
　佐佐木孝雄

経理係
○小早川洋之

医事係

用度係
○小早川洋之

石原　達也　家本　啓佑
（出来山達朗）（内田　頼夫）（吾郷　和也）（坂本　文男）
（菅田　正美）（川西　陽子）（佐伯　尚美）（川角　愛加） 
（景山　悦朗）（入澤　達男）
○（井上美貴子）

○（佐伯　尚美）

（井上美貴子）

藤原　尚樹　徳江　紀子
（友塚　洋子）（石原真由美）（安部　洋子）（桑原　和子）
（吉川いづみ）（川角千賀子）（須山マリ子）（岩佐　幸枝）
（福田　郷子）（若槻千恵美）（田中智恵美）（渡部　春菜）

（　）：嘱託・臨時職員　○：兼務

（　）：嘱託・臨時職員　○：兼務

平成28年５月１日現在

国
税
庁 

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

１　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日
以

降
に
卒
業
し
た
者
が
該
当
す

る
。
）
及
び
平
成
29
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

みんなの掲示板みんなの掲示板

２　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

６
月
20
日（
月
）
９
時
〜 

29
日（
水
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

）

○
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

６
月
20
日
（
月
）
〜
22
日
（
水
）

※
22
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

◆
第
１
次
試
験

○
試
験
日　
　

９
月
４
日
（
日
）

○
試
験
地　
　

鳥
取
市
･
松
江
市

　
　
　
　
　
　

岡
山
市
･
広
島
市

　
　
　
　
　
　

山
口
市

○
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
・

　
　
　
　
　
　

適
性
試
験
・
作
文
試
験

◆
問
合
せ
先

　

広
島
国
税
局　

総
務
部

　
　
　

人
事
第
二
課　

試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　

又
は
、
大
東
税
務
署　

総
務
課

　

☎
０
８
５
４
‐
４
３
‐
２
３
６
０

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

国
税
庁　

http://w
w
w
.nta.go.jp

放
送
大
学

　
　
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
学
説
明
会・相
談
会（
出
雲
会
場
）

◆
日
時

　

７
月
10
日
（
日
）
13
時
〜
14
時
半

◆
場
所

　

出
雲
中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

◆
問
合
せ
先

　

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０
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『また、同じ夢を見ていた』           住野　よる 著
『カエルの楽園』                              百田　尚樹 著
『シャープ崩壊』                      日本経済新聞社著
『あの日』                               小保方　晴子 著
『よくわかる相続　2016年版』   日本経済新聞社著
『たんぼレストラン』                  はやし　ますみ 作
『菜乃のポケット』                       村上　しいこ 作

『バベル九朔』                            万城目　学 著
『とと姉ちゃん』　　                      西田　征史 著
『サブマリン』                               伊坂　幸太郎 著
『困難な成熟』                            内田　　樹 著
『巨人への遺言』                          広岡　達郎 著
『まるごとごくり』      シンシア　ジェイムソン 著
『日本のおりがみ12ケ月』                山口　　真 著  

新着図書案内新着図書案内新着図書案内

6月の休室日
日曜、月曜、祝日

25日【臨時休室】30日【月末休室】

カルプラ仁多図書室 横田コミセン図書室

今月のピックアップ今月のピックアップ
『橋を渡る』  吉田　修一∥著　 文藝春秋　刊
　『悪人』『路』『怒り』の作家が満を持して放つ2016年最大の話
題作。新次元の群像ドラマ、ここに誕生！ビール会社の営業課長、
明良。部下からも友人からも信頼される彼の家に、謎めいた贈り物
が？都議会議員の夫と息子を愛する篤子。思いがけず夫や、ママ友
の秘密を知ってしまう。ＴＶ局の報道ディレクター、謙一郎。香港
の雨傘革命や生殖医療研究を取材する。結婚を控えたある日……
2014年の東京で暮らす３人の選択が、未来を変えていく。一気読み
必至、2016年最大の話題作！（出版社紹介より記載）

税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

5
月
分
の
口
座
振
替
は

    

5
月
31
日（
火
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
14
項
目
で
す
。

　

○
固
定
資
産
税（
第
１
期
）

　

○
軽
自
動
車
税　

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
簡
易
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　
き
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た
だ

　
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

6月の休室日
月曜、祝日

30日【月末休室】

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士

が
、
遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
売

買
、
名
義
変
更
、
お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
の
返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の

登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成
年
後
見
等
高

齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
不
要
で

す
が
、
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お

待
ち
い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま
す
。

　

予
約
先
は
、
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
電
話
番
号
０
１
２
０
‐
１
１

４
‐
２
３
４
）
、
受
付
時
間
は
、
平
日

12
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
で
す
。

松
江
会
場

◆
日
時　

６
月
18
日（
土
）13
時
〜
17
時

◆
場
所

　

島
根
県
司
法
書
士
会
館

　
　
　
　
　
　

（
松
江
市
南
田
町
26
）

出
雲
会
場

◆
日
時　

６
月
18
日（
土
）13
時
〜
17
時

◆
場
所

　

今
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

（
出
雲
市
今
市
町
１
５
７
８
‐
２
）

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

  （
松
江
会
場
）開
催
の
お
知
ら
せ

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概

要
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
12
日
（
日
）
10
時
〜
16
時
半

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
対
象
者

　

２
０
１
７
年
３
月
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
等
の

卒
業
予
定
者
及
び
県
内
就
職
を
希
望
す

る
方

◆
参
加
企
業

　

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の
サ
イ

ト
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

　

http://w
w
w
.gogo-Jobcafe-

Shim
ane.jp/

◆
問
合
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益
財
団

法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
０
６
９
４

平
成
28
年
度
就
業
相
談
会

　
　
　
　
　
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

　

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
来
所
が

困
難
な
看
護
職
・
求
人
施
設
の
相
談
者

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
の
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
期
日

　

平
成
28
年
６
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　

７
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　

８
月
10
日
（
水
）

　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
各
種
募
集
な
ど
様
々

な
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話　

５
４
‐
２
５
０
５

　

有
線　

３
１
‐
５
２
２
５

　
　
　
　
　

９
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　

11
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
　

12
月
14
日
（
水
）

　

平
成
29
年
１
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

２
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　

３
月
８
日
（
水
）

◆
時
間

　

13
時
〜
16
時

◆
場
所

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

◆
問
合
せ
先

　

島
根
県
看
護
協
会

　

☎
０
８
５
２
‐
２
５
‐
０
３
３
０

仁多郡陸上に係る資料提供のお願い仁多郡陸上に係る資料提供のお願い
　今年、仁多郡陸上競技大会（郡陸）が記念すべき
１００回大会を迎えるにあたり、これまでの記録等
をまとめた冊子を作成する予定にしております。
　郡陸に関する過去の資料等（昔の写真、賞状な
ど）をお持ちの方は、６月末までに町体協事務局
（５２－２６８０）までご連絡願います。また、お
持ちの資料の貸出についてもご協力願います。

大正時代の集合写真



子宮頸がん検診ＡＭ（馬木ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
　　　〃　　　ＰＭ（鳥上･横田･八川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
出張年金相談（役場横田庁舎）
児童演劇地方巡回公演「かぶとやま大騒動」
（町民体育館）　①10：30～　②14：00～
ホッケー日本リーグ（三成公園ホッケー場）
古紙回収（鳥上、横田）
ホッケー日本リーグ（三成公園ホッケー場）
特定健診（仁多地域）
特定健診（仁多地域）

オレンジカフェ（永生クリニック）
特定健診（仁多地域）
古紙回収（三成、亀嵩）
奥出雲町消防団夏季総合訓練並びに第８回
奥出雲町消防操法大会（横田公園多目的広場）
日曜納付相談（横田庁舎）9:00～16:00
特定健診（仁多地域）
特定健診（横田地域）
特定健診（横田地域）
大腸がん検診（馬木ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
特定健診（横田地域）
大腸がん検診（鳥上ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

金

土

日
月
火
水
木
金
土

日

月
火
水

木

17

18

19
20
21
22
23
24
25

26

27
28
29

30

水

木

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

木

特設人権相談開設
（ｶﾙﾁｬｰﾌ ﾗ゚ｻﾞ仁多、横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）13:00～16:00

１歳６カ月児健診（Ｈ26年10月・11月生）

乳がん検診（横田地域）
出張年金相談（役場仁多庁舎）

古紙回収（八川、馬木）

こころの健康相談日（奥出雲健康ｾﾝﾀｰ）

素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）
乳がん検診（横田地域）
古紙回収（布勢、阿井、三沢）
結婚相談所（社協仁多事務所）10:00～12:00
健康・栄養相談日（奥出雲健康ｾﾝﾀｰ）
結婚相談所（社協仁多事務所）10:00～12:00

胃がん検診・腹部エコー検査（高尾）
７,８カ月児健診（Ｈ２７年１０月・１１月生）
１０,１１カ月児健診（Ｈ２７年７月・８月生）

1

2

3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

6 の行事予定月

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0854-54-2505  ■
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Ｘ：
0854-54-1229
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